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教育を通じた自立支援を行っている社団法人シャンティ国際ボランティア会（会長 若林恭英／所在地 東

京都新宿区／ＵＲＬ http://www.sva.or.jp 以下ＳＶＡ）は、2010 年 4 月 1 日（木）19 時より、JICA 地球

広場（東京・広尾）でミャンマー（ビルマ）難民キャンプ事業の報告会を行います。 

 

 

ついに第三国定住開始ついに第三国定住開始ついに第三国定住開始ついに第三国定住開始    

    
 今年、日本政府はアジアで初めて、ミャンマー（ビルマ）難民キャンプから

カレン族の人たちの受け入れを行います（第三国定住プログラム）。SVA は、

国境に事務所を構えてキャンプ内で支援活動を行う日本唯一の団体です。2000

年からタイ・ミャンマー（ビルマ）国境にある 7カ所の難民キャンプで図書館

事業を行っています。 

 混沌を極めるミャンマーの情勢、忘れられつつある難民キャンプの現状、い

ままさに直面している問題、第三国定住は難民にとってどのような意味を持つ

のかについてお話します。  

 

 

なぜ難民キャンプで教育が必要なのかなぜ難民キャンプで教育が必要なのかなぜ難民キャンプで教育が必要なのかなぜ難民キャンプで教育が必要なのか    

    
報告者である山本英里は、ミャンマー（ビルマ）難民支援事業に携わる前は、 

アフガニスタン事業に従事し、あわせて 6年以上を活動地で費やしました。 

内戦、貧困など、さまざまな理由で自国の文化を継承することが困難な人たち

がいます。キャンプ内で運営する図書館では、カレン族の図書館員が、母語で

あるカレン語で子どもたちに絵本や紙芝居を読み聞かせています。このように

民族の伝統文化と価値観を尊重し、考える力や創造力が、様々な問題を解決す

る道になります。    
 
 

 

■イベント概要■ 

 

日時  ２０１０年４月１日（木）１９：００～２０：３０ 

（受付開始１８：３０） 

場所  ＪＩＣＡ地球ひろば セミナールーム４０１ 

    （東京都渋谷区広尾４－２－２４） 

アクセス 東京メトロ日比谷線 広尾駅３番出口徒歩１分 

     ＵＲL     http://www.jica.go.jp/hiroba/about/map.html 

報告者  山本英里（SVA 元ミャンマー（ビルマ）難民キャンプアドバイザー） 

参加費  1,000 円  

（『最新！難民ガイド』と『カレン族グッズ』をプレゼント） 

定員  ３０名 ※定員になりしだい締め切らせていただきます 

お申込先 シャンティ国際ボランティア会 国内事業課 亀井 pr@sva.or.jp 03-6457-4585 

  

緊急報告！緊急報告！緊急報告！緊急報告！    ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー（ビルマ）（ビルマ）（ビルマ）（ビルマ）難民キャンプで支援を行う難民キャンプで支援を行う難民キャンプで支援を行う難民キャンプで支援を行う NGONGONGONGO による報告会による報告会による報告会による報告会    

国境で働く日本人が明かす国境で働く日本人が明かす国境で働く日本人が明かす国境で働く日本人が明かす    

ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー（ビルマ）難民の（ビルマ）難民の（ビルマ）難民の（ビルマ）難民の昨日・今日・明日昨日・今日・明日昨日・今日・明日昨日・今日・明日    

■■■■    当リリースに関するお問い合わせ 

社団法人シャンティ国際ボランティア会（ＳＶＡ）  広報担当：亀井 （カメイ） 
所在地 ： 東京都新宿区大京町 31 慈母会館 2Ｆ 電話 03-6457-4585 FAX 03-5360-1220 

ホームページ ：www.sva.or.jp 

メールアドレス ：pr@sva.or.jp    

    

    

写真：渋谷敦志 


